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写真：カタクチイワシ（写真上）を巻き網で漁獲するようす（写真下）

カタクチイワシ特 

集

 2 特集 カタクチイワシ
 12 海響館が農水省消費・安全局長賞を受賞 

記念インタビュー その2
 16 研究成果
 19 ピックアップ・プレスリリース

 20 イベント情報
 22 水産研究125周年記念 

水産研究・教育機構の研究 ＜戦後編＞
 24 おさかなのマメ知識 ／ 刊行物報告 ／ 

執筆者一覧 ／ 編集後記

Contents

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 広報誌 フラニュース　2022.11 ISSN 1349-6816

FRA NEWS
水 産 業 の 未 来 を 拓 く

72
vol.

vol.72 2022.11

□
水
産
研
究
・
教
育
機
構
　
広
報
誌
編
集
事
務
局

荒
井
大
介
　
濱
田
桂
一
　
山
口
純
奈
　
中
原
明
紀
　
角
埜
彰
　
藍
原
章
子

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
水
野
茂
樹

デ
ザ
イ
ン
：
ア
ン
ク
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

□
発
行
日
:
2022年

11月
4日
発
行

□
発
　
行
:
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

〒
221-8529　

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
新
浦
島
町
1-1-25　

テ
ク
ノ
ウ
ェ
イ
ブ
100　

6
階

TEL.045-277-0136（
広
報
課
）　
FA
X.045-277-0015　

U
RL.https://w

w
w
.fra.affrc.go.jp/

FR
A
 N
EW
S

マイワシのシラスが混ざっていることがあります。
市販のしらす干しは大部分がカタクチイワシのシラスですが、
春のごく短い期間に獲れるマイワシのシラスをマシラスと呼んで
区別することもあります。
カタクチイワシは下あごが短く、肛門が前の方にあります。一方、
マイワシは下あごが前に出ていて、肛門は後ろの方にあります。
よく見ると見分けられますよ。
FRA NEWS vol.51ではマイワシやカタクチイワシなどのイワシを
特集しています。
下記のURLからお読みいただけます。

なぜか無性に食べたくなる料理、私はラーメン
です。ラーメンは、出汁を使った究極の料理だそ
うで、豚骨、しょうゆ、味噌、塩などいろいろな種
類があり、汁そば、汁なし、つけ麺など食べ方も

バラエティーに富んでいます。中でも、最近、はまったのが貝だ
しラーメンと煮干しラーメンです。貝のうま味を使った塩ラーメ
ンのスープを飲み干したくなるうまさや、煮干しラーメンの強い
うま味には驚かされました。
今回の特集は煮干しの材料となるカタクチイワシです。カタク

チイワシは、成魚は煮干しや丸干し、刺し身などで、仔魚のシラ

スは生しらすや釜揚げしらすなどで、私たちの食卓になじみの深
い食材です。シラスがカタクチイワシのこどもであることはあま
り知られていないようで、カタクチイワシは知らず知らずのうちに
食べている魚の代表かもしれません。
カタクチイワシをはじめ、カツオやマグロ、アジやサバ、スルメ
イカやズワイガニなど192種について、水産研究・教育機構は昨
年度、資源の量が多い状態にあるのかそうではないのか、その状
態を見極めるための調査研究を行い情報発信しています。豊か
な海の恵みをいつまでも大切に利用していきたいものです。
 （角埜 彰）
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特集 カタクチイワシ
しらすと煮干し・伊吹いりことは････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････水産研究・教育機構　広報課
カタクチイワシが「いりこ」になるまで ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 同機構 経営企画部 研究調整課　石原 実咲
カタクチイワシの資源評価･････････････････････････････同機構 水産資源研究所 水産資源研究センター 浮魚資源部 浮魚第2グループ 主幹研究員　河野 悌昌
カタクチイワシの養殖と飼育実験 ･･･････同機構 水産技術研究所 養殖部門 生産技術部 技術開発第1グループ 主任研究員　米田 道夫／研究員　中村 政裕
海響館が農水省消費・安全局長賞を受賞 記念インタビュー その2 ･･････････････････････････････････ 同機構 経営企画部 研究調整課　石原 実咲
研究成果
ムラサキイカ（アカイカ）って知っていますか？･･･････････････････････････････････････同機構 開発調査センター 漁業第一グループ 主任研究員　加藤 慶樹
秋田県の底びき網漁獲物の付加価値向上･･････････････････････････････････････････････････････････同センター 漁業第二グループ 研究員　下光 利明
沖縄三大高級魚「スジアラ」の養殖実証試験と試験販売･･････････････････････････････････････････････････ 同センター 開発調査専門役　小林 真人
プレスリリース
FRA-ROMSⅡ  日本周辺の海況を一体的に予測する新たなシステムの運用を開始
･････････････････････････････････ 同機構 水産資源研究所 水産資源研究センター 海洋環境部 暖流第3グループ 主任研究員　阿部 祥子／主任研究員　永井 　平

刊行物報告
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おさかなのマメ知識

しらす（干し）はカタクチイワシのシラスだけ?

ウェブサイト https://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/news/
fnews51.pdf

小学生などを対象に年６回発行する
さかなに関する広報誌です。



カタクチイワシから作られる商品

　生のシラスを釜ゆでして
少し乾燥させたものがしら
す干し（釜揚げしらす）です。
さらにしっかりと乾燥させ
たものをちりめん（ちりめ
んじゃこ）と呼んでいます。
また、目の細かい網ですい
て天日干ししたものがたた
みいわしです。

煮干し 丸干しカタクチイワシ

しらす干し

ちりめん たたみいわし

生しらす
釜ゆでして
少し乾燥

釜ゆでして
しっかりと乾燥

丸ごと
干して乾燥

釜ゆでして
乾燥

天日干し
したもの

し
ら
す
と
煮
干
し
・
伊
吹
い
り
こ
と
は

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
日
本
で
漁
獲
量
の
多
い

魚
種
の
一
つ
で
あ
り
、各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
サ
イ

ズ
が
さ
ま
ざ
ま
な
漁
法
で
漁
獲
さ
れ
ま
す
。水
産

研
究・教
育
機
構
で
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
資
源

評
価
を
太
平
洋
、瀬
戸
内
海
、対
馬
暖
流
の
各
系

群
で
行
っ
て
い
ま
す（
P
6
〜
9
）。ま
た
、こ
れ

ら
が
水
温
に
よ
り
資
源
が
ど
の
よ
う
に
変
動
す

る
か
な
ど
生
態
的
な
要
因
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

食
材
と
し
て
一
般
に
家
庭
で
な
じ
み
の
あ
る

の
が
、し
ら
す
干
し
や
煮
干
し（
い※

１

り
こ
）で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。一
般
に
シ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
て
い

る
魚
は
、カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
4
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

ま
で
の
仔し

魚ぎ
ょ（

こ
ど
も
）の
こ
と
で
す
。
生
の
シ

ラ
ス
を
釜
ゆ
で
し
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
が
し
ら

す
干
し
で
す
。
釜
ゆ
で
せ
ず
に
シ
ー
ト
状
に
乾

燥
さ
せ
た「
た
た
み
い
わ
し
」も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。煮
干
し
は
大
き
く
な
っ
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

を
釜
ゆ
で
し
て
か
ら
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
す
。

ま
た
限
ら
れ
た
地
域
で
は
鮮
度
の
よ
い
生
の

シ
ラ
ス
や
大
き
な
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
刺
し
身

で
食
べ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
私
た
ち
の
生
活
に
う
ま
味
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
縁
の
下
の
力
持
ち
、カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
に
つ
い
て
の
特
集
で
す
。
煮
干
し
と
出だ

汁し

は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
で
す
。

ま
た
、前
号
に
続
き「
魚
食 

︱
魚
を
食
べ
る
︱
」

を
テ
ー
マ
に
山
口
県
下
関
に
あ
る
水
族
館「
海
響
館
」

で
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
行
っ
て
い
る
水
産
大
学
校
の

山
本
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
し
ま
し
た
。
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※1	いりこ：関西では煮干しを主に「いりこ」と呼ぶ

特 集

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ



写真　加工場

香川県

愛媛県

伊吹島

図　伊吹島の位置
伊吹島は香川県の西端にある周囲5.4キロ、面積1.05
平方キロの島です。

「
い
り
こ
」の
産
地
と
し
て
有
名
な
香
川
県
の

伊い

吹ぶ
き

島じ
ま（

図
）で
、カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
が「
い
り
こ
」

に
な
る
ま
で
を
取
材
し
ま
し
た
。（
経
営
企
画

部 

研
究
調
整
課　
石
原 

実
咲
）

し
ら
す
や
煮
干
し
は
原
料
の
鮮
度
の
よ
し
あ

し
で
品
質
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
商
品
で
す
。

そ
の
た
め
加
工
作
業
は
時
間
と
の
戦
い
と
な
り
、

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
が
水
揚
げ
さ
れ
る
と
港
や
加

工
場
は
に
わ
か
に
忙
し
く
な
り
ま
す
。

伊
吹
島
は
、島
を
囲
む
よ
う
に
15
の
加
工
場

（
写
真
）が
並
ん
で
お
り
、こ
の
加
工
場
で「
い

り
こ
」が
作
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
伊
吹
島
沖
合

で
獲
れ
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
伊
吹
島
で
加
工

し
、伊
吹
漁
業
協
同
組
合
が
取
り
扱
う
も
の
を

「
伊
吹
い
り
こ
」と
呼
び
、漁
場
と
加
工
場
が
非

常
に
近
く
、鮮
度
が
よ
く
上
質
な「
い
り
こ
」と

し
て
評
判
で
す
。

購
入
す
る
と
き
に
良※

２

質
な「
い
り
こ
」を
選
ぶ

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
脂
肪
が
少
な
い
」「
ほ
ど
よ

く
乾
燥
し
て
い
る
」「
つ
や
、照
り
が
よ
い
」「
折

れ
た
り
、お
な
か
が
割
れ
て
い
な
い
」な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

鮮
度
が
命

「
伊
吹
い
り
こ
」づ
く
り
の
1
つ
め
の
特
徴
は
、

鮮
度
で
す
。

今
年
は
6
月
13
日
に
漁
が
解
禁
さ
れ
、伊
吹

島
の
沖
合
に
あ
る
漁
場
で
は
、伝
統
的
な
パ
ッ

チ
網
漁（
い
わ
し
機
船
船
び
き
網
）と
呼
ば
れ

る
漁
法
で
行
わ
れ
ま
す
。
魚
群
探
知
機
で
見
つ

け
た
群
れ
に
対
し
、2
隻せ

き

の
船
の
間
に
網
を
張

り
、魚
の
行
く
先
を
囲
ん
で
い
き
ま
す
。
し
ば

ら
く
し
て
、2
隻
の
船
を
寄
せ
な
が
ら
魚
の
入
っ

た
網
を
機
械
と
人
の
力
で
巻
き
揚
げ
、網
に
か

か
っ
た
魚
を
大
き
な
タ
モ
網
を
使
っ
て
海
水
氷

を
積
ん
だ
運
搬
船
に
移
し
ま
す
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
が「
い
り
こ
」に
な
る
ま
で

3 FRA NEWS vol.72 2022.11

カタクチイワシ

※2	『香川県産「イリコ」の話』	6ページ「良いイリコを選ぶポイントは…」（発行者「さぬき海の幸販売促進協議会」）
	 https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/12877/iriko.pdf



運
搬
船
が
加
工
場
前
の
桟
橋
に
到
着
す
る

と
、魚
を
水
と
と
も
に
移
送
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ポ
ン
プ
に
接
続
し
た
太
い
ホ
ー
ス
で
船
か
ら
魚

を
吸
い
上
げ
、加
工
場
に
送
り
ま
す
。
こ
う
し

て
、獲
っ
た
ば
か
り
の
鮮
度
の
よ
い
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
は
す
ぐ
に
加
工
場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

素
早
く
加
工

「
伊
吹
い
り
こ
」づ
く
り
の
2
つ
め
の
特
徴
は
、

加
工
場
に
運
ん
で
か
ら
す
ぐ
に
加
工
す
る
こ
と

で
す
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ポ
ン
プ
で
加
工
場
へ
運
ば

れ
た
魚（
図
❶
）は
、た
だ
ち
に
機
械
で
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
だ
け
に
選
別
さ
れ
ま
す（
図
❷
）。

選
別
さ
れ
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
計
量
し
て

「
せ
い
ろ
」（
図
❸
）に
並
べ
、洗
浄
し
ま
す
。
そ

の
後
、「
せ
い
ろ
」は
自
動
で
10
段
ご
と
に
重
ね

ら
れ
、釜
で
ゆ
で
ら
れ
ま
す（
図
❹
）。
そ
の
と

き
に
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
サ
イ
ズ
、質
、量
に

よ
り
ゆ
で
時
間
や
ゆ
で
る
際
に
入
れ
る
塩
の
量

が
調
整
さ
れ
ま
す
。
直
前
ま
で
生
き
て
い
た
カ

タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
ゆ
で
る
と
、あ
ま
り
に
新
鮮

す
ぎ
る
た
め
口
が
パ
カ
ッ
と
開
い
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ゆ
で
上
が
っ
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ（
釜
揚
げ

い
り
こ
）は
、乾
燥
さ
せ
る
た
め
約
38
〜
40
℃

の
乾
燥
機（
図
❺
）に
台
車
ご
と
運
び
込
ま
れ

ま
す
。
こ
こ
で
、約
10
〜
20
時
間
か
け
て
乾
燥

（
図
❻
）さ
せ
ま
す
が
、乾
燥
時
間
は
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
の
サ
イ
ズ
な
ど
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
ま

す
。
乾
燥
の
具
合
を
見
極
め
る
の
が
プ
ロ
の
技

だ
そ
う
で
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切

「
伊
吹
い
り
こ
」づ
く
り
の
3
つ
め
の
特
徴
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

乾
燥
が
終
わ
る
と
、台
車
に
重
ね
ら
れ
た「
せ

い
ろ
」を
取
り
出
し
、ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の

上
に
ひ
っ
く
り
返
し
て
乗
せ
て
い
き
ま
す
。ひ
っ

く
り
返
す
こ
と
で
、「
せ
い
ろ
」か
ら「
い
り
こ
」

が
落
ち
て
い
き
ま
す
。
こ
の
と
き
、「
せ
い
ろ
」

に「
い
り
こ
」が
残
ら
な
い
よ
う
に
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
ー
の
一
部
に
ガ
タ
ガ
タ
と「
せ
い
ろ
」を
大

き
く
揺
ら
す
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
せ
い
ろ
」か
ら
落
ち
た「
い
り
こ
」は
、ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
運
ば
れ
な
が
ら
、途
中
、人

の
手
に
よ
っ
て
、大
き
さ
ご
と
に
選
別
さ
れ
る

と
と
も
に
、小
魚
や
イ
カ
な
ど
が
取
り
除
か
れ

ま
す（
図
❼
）。

選
別
を
終
え
た「
い
り
こ
」（
図
❽
）は
つ
ぎ
つ

ぎ
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
箱
詰
め
さ
れ（
図
❾
）、出

荷
場
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の「
い
り
こ
」を
作
る
全
て
の
工
程
は

す
ば
や
く
加
工
で
き
る
よ
う
に
流
れ
作
業
で
行

わ
れ
る
の
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す
。
ま

た
、漁
師
と
加
工
場
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
、漁
か
ら
戻
っ
て
す
ぐ
に
加
工
で
き
る

よ
う
に
連
絡
を
取
る
な
ど
、一
貫
し
た
工
程
管

理
で
製
品
の
品
質
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
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図　カタクチイワシから「いりこ」ができるまで

獲ったカタクチイワシを
船から加工場へ送る

機械でほかの魚などを取り除く
カタクチイワシを
「せいろ」に並べる

「せいろ」を重ねて
釜でゆでる 台車に乗せて乾燥機に入れる 10～ 20時間乾燥させる

人の手でほかの魚などを
取り除く大きさを選別

箱詰めして出荷

23

4 5 6

789

1

※	『香川県産「イリコ」の話』			
イリコの加工	を基に作図

第40回	海とさかな自由研究作品コンクールで、香川県丸亀市立岡田	
小学校の山田彩陽さんの「うどん県に欠かせない	伊吹いりこ」が、研究	
部門で水産研究・教育機構理事長賞を受賞されています。
このコンクールは、小学生を対象に、いろいろな体験を通じて「海と	
さかな」について学んでもらおうと、朝日新聞社と朝日学生新聞社が主催、
公益社団法人日本動物園水族館協会が協力、日本水産株式会社が協賛し、
当機構などが後援しています。

「伊吹いりこ」で自由研究も

https://www.umitosakana.com/past/

過去の受賞作品は、下記のウェブページからご覧いただけます。

URL

5 FRA NEWS vol.72 2022.11

カタクチイワシ



水産資源研究所  
水産資源研究センター 浮魚資源部  

浮魚第2グループ 主幹研究員

河
こう

野
の

 悌
なお

昌
あき

図1　カタクチイワシの分布域、産卵場および漁場
令和3年度魚種別資源評価（https://abchan.fra.go.jp/
digests2021/index.html）から引用
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分布域
産卵場
漁　場

瀬戸内海系群

生 
態

分
布
・
系
群

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
日
本
周
辺
の
沿
岸
の
海

面
付
近
を
主
な
生
活
場
と
す
る
小
型
の
魚
で
す
が
、

資
源
が
増
加
し
た
と
き
に
は
東
北
沖
や
道
東
沖

と
い
っ
た
沖
合
域
や
北
方
な
ど
に
も
分
布
を
拡

大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、日
本
で
は
、太
平
洋
系
群
、対
馬
暖
流

系
群
お
よ
び
瀬
戸
内
海
系
群
の
3
つ
の
系※

１

群

が
存
在
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
水
産
資
源
の

状
態
や
漁
獲
さ
れ
る
魚
の
割
合
な
ど
を
推
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、資※

２

源
評
価
が
行
わ
れ
て
い

ま
す（
図
1
）。
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※1	系群：同じ魚種であっても分布・回遊や成長・成熟などが異なる集団で、資源の評価や管理を行ううえで基礎となる単位。

カタクチイワシについては遺伝的には区分できないが、再生産の単位としておおよそ独立している集団であると考えられる

特 集

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
資
源
評
価

https://abchan.fra.go.jp/digests2021/index.html
https://abchan.fra.go.jp/digests2021/index.html


写真　カタクチイワシのちりめんと煮干し
（体長約1～10センチ）

年
齢
・
成
長

卵
か
ら
ふ
化
し
た
後
、1
か
月
で
体
長
2
セ

ン
チ
、半
年
で
8
セ
ン
チ
、1
年
で
11
セ
ン
チ
、

2
年
で
13
セ
ン
チ
程
度
に
成
長
し
、寿
命
は
3

年
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
湾・内
海
で
ほ
ぼ
一
生
を
過
ご
す
瀬
戸
内
海

系
群
は
、沖
合
を
回
遊
す
る
対
馬
暖
流
系
群
や

太
平
洋
系
群
よ
り
も
小
型
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

成
熟
・
産
卵

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
産
卵
は
、ほ
ぼ
周
年
み

ら
れ
ま
す
が
、主
な
産
卵
期
は
太
平
洋
系
群
で

は
4
〜
8
月
、瀬
戸
内
海
系
群
で
は
5
〜
10
月

で
す
。
対
馬
暖
流
系
群
は
夏
季
を
中
心
と
し
た

温
暖
な
時
期
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
般
に
1
歳
で
成
熟
し
ま
す
が
、0
歳
魚
の

一
部
も
産
卵
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
早
熟
な
個

体
は
ご
く
沿
岸
や
内
湾
、内
海
に
出
現
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
海
系
群
は
、内

湾
や
内
海
に
生
息
す
る
の
で
ふ
化
後
約
半
年
で

成
熟・産
卵
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

餌
と
捕
食
者

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
主
に
小
型
の
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
餌
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
餌
と
な
っ
て
お
り
、

サ
ワ
ラ
、ス
ズ
キ
、サ
バ
類
お
よ
び
タ
チ
ウ
オ
や

ク
ジ
ラ
、イ
ル
カ
、海
鳥
類
な
ど
に
も
捕
食
さ
れ

ま
す
。漁 

業

漁
獲
対
象

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
シ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
体

長
が
４
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
ま
で
の
仔
魚（
こ
ど
も
）

か
ら
10
セ
ン
チ
以
上
の
大
人
ま
で
の
幅
広
い
成

長
段
階
に
お
い
て
漁
獲
さ
れ
ま
す（
写
真
）。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、ち
り

め
ん
や
煮
干
し
製
品
の
原
料
、釜
揚
げ
し
ら
す

と
し
て
食
卓
に
な
じ
み
深
い
か
と
思
い
ま
す
。

近
年
で
は
生
し
ら
す
丼
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、養
殖
魚
の
餌
や
カ
ツ
オ
一
本

釣
り
の
生
き
餌
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
法
・
漁
期

シ
ラ
ス
は
春
か
ら
秋
を
中
心
に
船
び
き
網
と

呼
ば
れ
る
漁
法
で
主
に
漁
獲
さ
れ
ま
す
。一
方
、

体
長
4
セ
ン
チ
を
超
え
る
シ
ラ
ス
よ
り
も
大
型

の
個
体（
稚
魚
〜
成
魚
）は
、船
び
き
網
の
ほ
か
、

ま
き
網
や
定
置
網
な
ど
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
獲
量
の
推
移

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
漁
獲
量
は
シ
ラ
ス
、お

よ
び
シ
ラ
ス
よ
り
も
体
長
が
大
き
い
漁
獲
物
カ

タ
ク
チ
イ
ワ
シ（
大
）の
2
つ
に
分
け
て
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
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※2	資源評価：漁獲が資源に与える影響を評価し、資源が健全な状態にあるかどうかを判断すること



図3　系群別のシラスの漁獲量の推移
（令和3年度魚種別資源評価の数値から作成）
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図4　カタクチイワシ（大）の漁獲量に対するシラスの漁獲量の比
（令和3年度魚種別資源評価の数値から作成）

図の縦軸の値が1の場合、シラスの漁獲量とカタクチイワシ（大）の
漁獲量が同じことを意味しています。
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シ
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シラス（図3）

カタクチイワシ（大）（図2）

図2　系群別のカタクチイワシ（大）の漁獲量の推移
（令和3年度魚種別資源評価の数値から作成）

0

100

200

300

400

500

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

漁
獲
量

（年）

太平洋
対馬暖流
瀬戸内海

（千トン） A カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ（
大
）の
漁
獲
量
は
1
9
8
0

年
代
半
ば
ま
で
各
系
群
で
同
程
度
で
し
た
が
、

1
9
9
0
年
代
か
ら
2
0
0
0
年
代
に
か
け
て

太
平
洋
系
群
で
増
加
し
ま
し
た（
図
2
A
）。

資
源
が
増
え
る
と
分
布
も
広
が
り
北
海
道
周

辺
で
も
獲
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
馬
暖
流
系
群
で
も
太
平
洋
系
群
と
ほ
ぼ
同

調
す
る
よ
う
に
1
9
9
0
年
代
に
漁
獲
量
が

増
加
し
ま
し
た
が
、瀬
戸
内
海
系
群
で
は
異
な

り
1
9
9
0
年
代
に
漁
獲
量
が
減
り
ま
し
た
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
仔
魚
で
あ
る
シ
ラ
ス

の
漁
獲
量
は
、対
馬
暖
流
系
群
で
も
っ
と
も
少

な
く（
図
3
B
）、太
平
洋
系
群
と
瀬
戸
内
海
系

群
で
ほ
ぼ
同
程
度
で
、増
減
の
仕
方
も
よ
く
似

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す（
図
3
C
）。
ま
た
、

漁
獲
対
象
を
比
較
す
る
た
め
に
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ（
大
）の
漁
獲
量
に
対
す
る
シ
ラ
ス
の
漁

獲
量
の
比
を
み
る
と（
図
4
）、瀬
戸
内
海
で
は

1
9
8
0
年
代
に
増
加
し
、そ
れ
以
降
、継
続

的
に
高
い
こ
と
か
ら
、瀬
戸
内
海
は
シ
ラ
ス
漁

業
が
発
達
し
て
い
る
海
域
で
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
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図5　系群別の資源量の推移
（令和3年度魚種別資源評価の数値から作成）

※太平洋系群は左、対馬暖流・瀬戸内海系群は右の数値を参照
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内
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）

本
種
の
漁
獲
量
の
変
動
幅
は
大
き
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
が
、マ
イ
ワ
シ
と
比
較
す
れ
ば
変

動
幅
は
小
さ
く
、安
定
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
成
熟
ま
で
の
期
間
が
短

い
こ
と
や
、ほ
ぼ
周
年
に
わ
た
っ
て
産
卵
さ
れ

る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。資 

源

資
源
変
動

公
表
さ
れ
て
い
る
最
新
の
資
源
評
価
結
果
に

お
い
て
、太
平
洋
系
群
と
対
馬
暖
流
系
群
で
は

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
に
つ
い
て
シ
ラ
ス
を
含
め

ず
に
資
源
量
を
推
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

瀬
戸
内
海
系
群
で
は
シ
ラ
ス
〜
成
魚
ま
で
の

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
に
つ
い
て
資
源
量
を
推
定
し

て
い
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
が
、各
系
群

の
資
源
量
の
推
移
を
図
5
に
示
し
ま
し
た
。

太
平
洋
系
群
で
は
1
9
9
0
年
代
か
ら

2
0
0
0
年
代
前
半
に
か
け
て
資
源
が
増
加

し
、ほ
か
の
2
系
群
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

対
馬
暖
流
系
群
で
は
太
平
洋
系
群
と
同
調
す

る
よ
う
に
資
源
が
増
加
し
ま
し
た
が
1
9
9
8

年
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、太
平
洋
系
群（
2
0
0
3

年
に
ピ
ー
ク
）よ
り
も
5
年
ほ
ど
早
く
資
源
が

減
少
し
始
め
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
系
群
で
は
上
述
の
両
系
群
と
は

逆
に
、1
9
8
0
年
代
半
ば
に
資
源
量
が
増
加

し
、そ
の
後
に
減
少
し
て
1
9
9
0
年
代
半
ば

に
も
っ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

太
平
洋
系
群
で
も
っ
と
も
資
源
量
が
多
か
っ
た

2
0
0
0
年
頃
か
ら
増
加
し
始
め
、2
0
1
0

年
以
降
は
安
定
し
て
推
移
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
資
源
評
価

2
0
2
0
年
に
、70
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た

漁
業
法
が
施
行
さ
れ
、水
産
政
策
の
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
資
源
評
価
に
つ
い
て
も
、

改
正
漁
業
法
の
柱
の
1
つ
で
あ
る
、“
資
源
の
持

続
的
な
最
大
限
の
利
用
”を
め
ざ
し
平
均
的
に

最
大
の
漁
獲
量
が
得
ら
れ
る
状
態
を
資
源
管
理

の
目
標
と
し
た「
新
た
な
資
源
評
価
」へ
の
移
行

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
太
平
洋
系
群
と
対
馬
暖

流
系
群
に
つ
い
て
は
2
0
2
1
年
度
に
新
た

な
資
源
評
価
に
移
行
し
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
系

群
に
つ
い
て
も
今
年
度（
2
0
2
2
年
度
）に

お
け
る
移
行
を
め
ざ
し
、現
在
、そ
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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大きさ約10センチ
ふ化してから
約6か月で成熟、
産卵します

ひれができていますが
体は透明

大きさ約4センチぐらいまで

大きさ約１ミリ
楕円形をしているのが

特徴です

大きさ約4センチを超える
おなかのまわりが不透明になり、
うろこが体を覆うように

なってきます

“シラス”と
呼ばれます

寿命は
3年程度

卵

成 魚
（ふ化後1年）

稚 魚
（ふ化後50日）

仔 魚
（ふ化後30日）

水産技術研究所  
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技術開発第1グループ  

主任研究員

米
よね

田
だ

 道
みち

夫
お

水産技術研究所  
養殖部門 生産技術部  
技術開発第1グループ  

研究員

中
なか

村
むら

 政
まさ

裕
ひろ図1　カタクチイワシの生活史

養
殖
技
術
の
確
立

「
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
海
の
中
に
た
く
さ
ん

い
る
の
に
、な
ぜ
養
殖
が
必
要
な
の
？
」と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
は
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
の
生
き
餌
と
し

て
欠
か
せ
ず
、東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
漁
場

近
く
の
定
置
網
や
生
け
簀す

が
大
き
く
破
損
し
、

天
然
の
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
供
給
が
大
変
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、生
き
餌
と
し
て
の
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
の
安
定
供
給
を
め
ざ
し
、産
卵
の

促
進
法
や
仔
稚
魚
の
成
育
条
件
な
ど
を
細
か
く

調
べ
、世
界
で
初
め
て
養
殖
技
術
の
確
立
に
成

飼
育
実
験
を
通
じ
て
天
然
海
域
で
の
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
の
生
態
な
ど
を
詳
し
く
知
る
手
が
か
り

に
も
な
り
ま
し
た
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
生
活
史

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
約
1
ミ
リ
の
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
の
よ
う
な
楕
円
状
の
卵
を
産
み
ま
す

（
図
1
）。
卵
は
2
〜
3
日
で
ふ
化
し
、そ
の
数

日
後
に
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

（
養
殖
で
は
ワ
ム
シ
）を
食
べ

始
め
ま
す
。
ふ
化
し
て
か
ら

約
30
日
で
3
セ
ン
チ
前
後
に

な
り
、
天
然
海
域
で
は“
シ

ラ
ス
”と
呼
ば
れ
て
、
漁
獲

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
20
日
ほ
ど
の
間
に
、

透
明
で
あ
っ
た
体
が
不
透
明

に
な
り
、う
ろ
こ
や
え
ら
な

ど
が
形
成
さ
れ
て
稚
魚
に
な

り
ま
す
。
稚
魚
に
な
る
と
活

発
に
群
れ
で
泳
い
で
、餌
を

功
し
ま
し
た（
写
真
）。

こ
の
技
術
に
よ
り
、

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の

仔
魚
か
ら
親
魚
に
及

ぶ
生
活
史
の
全
て
を

水
槽
の
中
で
い
つ
で

も
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
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餌が少ない条件

餌が多い条件

親はやせて、
卵が小さくなります。

やせた親から生まれた
仔魚は成長が遅く、
泳ぐ力も弱くなります。

太った親から生まれた
仔魚は成長が早く、
泳ぐ力も強くなります。

親は太り、
卵が大きくなります。

図2　親魚の餌条件による仔魚の成長の違い

食
べ
る
よ
う
に
な
り
、ふ
化
し
て
か
ら
半
年
ほ

ど
で
成
熟
、産
卵
し
ま
す
。
成
魚
で
は
10
〜
12

セ
ン
チ
に
な
り
、餌
か
ら
得
た
栄
養
を
速
や
か

に
卵
に
取
り
込
み
な
が
ら
、産
卵
を
繰
り
返
し

ま
す
。
沿
岸
に
い
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
寿
命

は
1
〜
3
年
で
す
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
生
態
研
究

瀬
戸
内
海
の
中
央
部
を
占
め
る
燧ひ

う
ち

灘な
だ

で
は
、

2
0
0
0
年
代
以
降
か
ら
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

の
シ
ラ
ス
の
漁
獲
量
が
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、関
係
県
や
近
隣
の
大

学
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
や
実
験
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、野
外
調
査
か
ら
興
味
深
い
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
卵
は
増
え
て
い

る
の
に
、シ
ラ
ス
は
減
っ
て
い
る
」、「
最
近
で

は
親
魚
が
や
せ
て
、卵
も
小
さ
く
な
っ
て
い
る
」

こ
と
な
ど
で
す
。
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
餌
の
量

が
減
っ
て
く
る
と
、肥
満
度
が
急
激
に
減
少
し

ま
す
。
こ
の
た
め
、燧
灘
の
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

で
は
、「
親
魚
の
餌
環
境
が
悪
化
し
、卵
の
質
が

低
下
し
た
た
め
、ふ
化
し
て
間
も
な
い
時
期
の

生
き
残
り
が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
」と
の
仮
説
が
導
か
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、燧
灘
の
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
に
今
何

が
起
き
て
い
る
の
か
を
水
槽
の
中
で
再
現
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。ま
ず
親
魚
を
、餌
を
た
く
さ

ん
与
え
る
水
槽
と
餌
を
少
し
し
か
与
え
な
い
水

槽
に
分
け
て
飼
育
し
、各
水
槽
で
卵
を
採
取
し

ま
し
た
。充
分
な
餌
で
仔
魚
を
育
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
成
長
率
を
比
較
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、餌
を

少
し
し
か
与
え
て
い
な
い
水
槽
の
や
せ
た
親
か

ら
生
ま
れ
た
仔
魚
は
、餌
を
た
く
さ
ん
与
え
た

水
槽
の
太
っ
た
親
か
ら
生
ま
れ
た
仔
魚
に
比
べ
、

成
長
が
遅
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、別
の
実
験
か
ら
、成
長

の
遅
い
仔
魚
は
、成
長
の
早

い
仔
魚
に
比
べ
て
遊
泳
能
力

が
劣
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た（
図
2
）。

こ
の
よ
う
な
仔
魚
の
遊
泳

能
力
の
変
化
は
、餌
の
探
索

や
捕
食
者
か
ら
の
逃
避
な
ど

に
も
関
連
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、天
然
海
域
で
生

き
残
る
た
め
に
は
不
利
に
働

く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
か
ら
、餌
環
境
が
悪
く
な
っ
て
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
の
親
と
子
の
特
性
が
変
化
し
た
こ
と
が
、

燧
灘
に
お
け
る
シ
ラ
ス
の
不
漁
を
招
い
た
原
因

で
は
な
い
か
、と
い
う
新
し
い
考
え
方
を
導
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
持
続
的
に
利
用
し
て
い

く
た
め
に
は
、カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
そ
の
も
の
を

よ
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ

の
よ
う
な
飼
育
実
験
に
よ
る
研
究
を
手
が
か
り

に
し
な
が
ら
、天
然
海
域
に
お
け
る
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
の
資
源
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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水産大学校 水産流通経営学科

山
やま

本
もと

 義
よし

久
ひさ

 教授

山本教授（写真右）とインタビューした石原

撮影のためマスクを外しています

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
❸

山
本
義
久
教
授
に
聞
き
ま
し
た

— 

授
業
で
魚
食
を

ど
う
伝
え
て
い
ま
す
か
？

水
産
流
通
経
営
の
学
科
な
の
で
、基
本
的
に

は
世
界
の
フ※

１
ー
ド
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
教
え
て
い

ま
す
が
、最
近
、日
本
人
の
魚
離
れ
と
肉
食
化

が
進
ん
で
い
て
、ゆ
ゆ
し
き
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
魚
食
は
非
常
に
重
要
で
、魚
を
た
く

さ
ん
食
べ
る
こ
と
で
、頭
も
よ
く
な
り
、長
生

き
し
て
病
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
医
学
界

で
も
エ
ビ
デ
ン
ス
が
取
れ
て
い
ま
す
。
学
生
に

は「
ま
ず
知
識
を
持
ち
、実
際
に
魚
を
食
べ
、行

動
す
る
」こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

自
分
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
つ
く
る
課

題
も
出
し
て
い
ま
す
。

— 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
魚
食
の
普
及
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
？

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、食
育
事
業
活
動
で「
高

松
市
立
屋
島
東
小
学
校
で
実
施
し
た
食
育
事
業

活
動
の
実
施
レ
ポ
ー
ト
〜「
弁
当
の
日
」：
保
護

者
と
こ
ど
も
た
ち
の
意
識
の
違
い
に
つ
い
て
〜
」

を
2
0
2
0
年
に
下
関
短
期
大
学
紀
要
で
発
表

し
ま
し
た
。
ベ
ー
ス
は
、こ
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
引
き
出
し
自
分
で
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
ど
も
た
ち
が
お
父
さ
ん・
お
母
さ
ん
の
手

伝
い
で
お
弁
当
を
作
る
の
で
は
な
く
、自
分
の

考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
を
１
人
で
作
り
ま
す
。

小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
包
丁
を
使
っ

海
響
館
が
農
水
省
消
費
・
安
全
局
長
賞
を
受
賞 

記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

そ
の
2

「
魚
食 

︱

魚
を
食
べ
る
︱
」を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
取
り
組
み

前
回（FRA N

EW
S Vol.71

）の
久
志
本
鉄
平
さ
ん
と
和
田
律
子
教
授
に
続
き
、海
響
館（
山
口
県
下
関
市
）で
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
を
行
っ
て
い
る
水
産
大
学
校
の
山
本
義
久
教
授
に「
魚
食 

│
魚
を
食
べ
る
│
」を
テ
ー
マ
に
魚
食
、オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

（
経
営
企
画
部 

研
究
調
整
課　
石
原 

実
咲
）

〈
略
歴
〉	

1
9
8
2
年
東
京
水
産
大
学（
現	
東
京
海
洋
大
学
）卒

業
、1
9
8
4
年
東
京
水
産
大
学
院
修
士
課
程
修
了
、1
9
8
4

年
静
岡
県
温
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
、1
9
9
0
年
日
本
栽
培
漁

業
協
会
、2
0
0
4
年
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、2
0
1
0
年

東
京
海
洋
大
学
大
学
院
海
洋
科
学
技
術
研
究
科
応
用
生
命
科
学

専
攻
修
了
、2
0
1
3
年
海
洋
科
学
博
士
取
得
、2
0
1
7
年
か

ら
現
職
。
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山本義久 教授 インタビュー

て
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
の
で

き
は
非
常
に
よ
く
、こ
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で

す
。
親
は
こ
ど
も
が
こ
ん
な
に
料
理
が
で
き
る

こ
と
に
気
付
き
、親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
す
ご
く
い
い
感
じ
で
と
れ
た
よ
う
で
す
。

材
料
の
購
入
か
ら
片
付
け
ま
で
体
験
す
る
と
、

毎
日
お
父
さ
ん・
お
母
さ
ん
の
や
っ
て
い
る
家

事
の
苦
労
に
気
付
き
ま
す
。
こ
ど
も
は
親
へ
尊

敬
の
念
を
抱
き
、親
は
こ
ど
も
の
可
能
性
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
す
。
非
常
に
相
乗
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。

— 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
魚
食
を

ど
う
伝
え
て
い
ま
す
か
？

去
年
、山
形
県
遊
佐
町
め
じ
か
地
域
振
興
協

議
会
が
主
催
す
る「
求
む
！ 

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー 

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」と
い
う
企

画
を
や
り
ま
し
た
。「
め
じ
か
」と
は
北
海
道
で

捕
獲
さ
れ
た
、産
卵
約
1
か
月
前
の
サ
ケ
の
こ

と
で
す
。
山
形
県
の
遊
佐
町
で
放
流
さ
れ
た
サ

ケ
が「
め
じ
か
」に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
生
た
ち
と
つ
な
が
り
、

私
が
現
地
で
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
ま
し
た
。
枡ま

す
川か

わ
鮭

漁
業
生
産
組
合
の
組
合
員
ら
と
掛
け
合
い
を
し

な
が
ら
現
場
の
状
況
や
ど
う
や
っ
て
サ
ケ
が
母

川
回
帰
す
る
の
か
を
解
説
す
る
の
で
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
学
生
た
ち
が
、今
後
こ
う
い
う
サ
ケ

の
ふ
化
放
流
事
業
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
広

げ
て
い
く
か
、い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し
合
い

ま
す
。こ
の
企
画
は
今
の
時
代
に
あ
っ
て
い
て
、

と
て
も
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

— 

サ
ワ
ラ
の
食
育
教
室
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

食
育
は
全
世
代
で
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、と
く
に
若
い
子
育
て
世
代
や
こ
ど

も
に
向
け
た
食
育
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
食

べ
物
の
お
い
し
さ
が
理
解
で
き
た
時
、こ
ど
も

た
ち
は
す
ご
く
喜
び
ま
す
。
私
が
香
川
県
の
屋

島
庁
舎
に
い
た
時
、サ
ワ
ラ
の
種
苗
生
産
を
し

て
い
た
関
係
で
、香
川
県
さ
ぬ
き
市
で「
サ
ワ

ラ
の
食
育
教
室
」を
や
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ワ

ラ
の
栽
培
漁
業
の
取
り
組
み
は
漫
画「
美お

味い

し

ん
ぼ
」や
、NH

K for School

に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
が
栽
培
漁
業
を
学
ん
で
い
る
間

に
、私
と
割
烹
料
理
店
主
の
中
條
さ
ん
で
サ
ワ

ラ
を
料
理
し
て
参
加
者
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
食
べ
て
も
ら
う
前
に
は
、サ
ワ
ラ
の
栄
養

価
や
D※
２

H
A
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
語
り
ま
す
。

そ
う
い
う
活
動
を
10
年
以
上
や
っ
て
き
ま
し
た
。

— 

嫌
い
な
給
食
に「
魚
料
理
」が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。（
農
林
中
央
金
庫
の「
第
４
回 

子
ど
も
の

食
生
活
の
意
識
と
実
態
調
査
」）

そ
れ
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
調
査
し
て
い
て
、

先
ほ
ど
話
し
た
サ
ワ
ラ
は
い
ま
給
食
に
出
て
い

ま
す
。
お
弁
当
の
具
材
や
病
院
食
と
し
て
も
出

て
い
ま
す
が
、ほ
と
ん
ど
が
中
国
で
獲
れ
た
も

の
で
、小
さ
い
サ
ゴ
シ
と
呼
ば
れ
て
い
る
サ
イ

ズ
で
す
。
サ
ゴ
シ
は
脂
が
の
っ
て
い
な
い
し
、

そ
れ
ほ
ど
お
い
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
食
で
は
、切
ら
れ
た
冷
凍
サ
ゴ
シ
を
扱
っ
て

い
ま
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
魚
好
き
を
増
や
す

と
い
う
面
に
お
い
て
は
あ
ま
り
よ
い
行
動
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
日
本
の
漁
師
が
獲
っ
た
も
の
を

食
べ
れ
ば
分
か
る
と
思
い
ま
す
が（
鮮
度
の
面

で
も
）全
く
の
別
物
で
す
。給
食
が
、本
物
を
食

べ
る
機
会
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、給
食
が

単
な
る
お
昼
ご
は
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
う

機
会
を
ど
ん
ど
ん
提
供
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

学※
３

校
給
食
法
は
、学
校
給
食
が
食
育
の
実
践

の
場
だ
と
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。
で
も
実
践

し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
少
し
高
く
て
も
、本
物

を
食
べ
る
機
会
を
月
に
1
回
で
も
作
る
よ
う
に
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し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
舌
の
味み

蕾ら
い（

食
べ

物
の
味
を
感
じ
る
器
官
）の
形
成
自
体
は
小
さ

い
時
に
決
ま
り
ま
す
。
そ
の
時
、お
い
し
い
も

の
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
れ
ば
、五
感
で
感
じ
た

も
の
が
脳
の
海
馬
に
記
憶
さ
れ
、「
あ
の
時
食
べ

た
サ
ワ
ラ
は
う
ま
か
っ
た
な
ぁ
」と
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
ま
す
。
お
い
し
い
も
の
が
分
か
っ
て

い
れ
ば
魚
料
理
が
好
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

— 

水
族
館
か
ら
魚
食
情
報
を

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

し
も
の
せ
き
水
族
館・
海
響
館
で
来
館
者
の

出
口
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
族

館
か
ら
ど
う
い
う
情
報
が
欲
し
い
か
と
い
う

質
問
に
対
し
、「
魚
種
の
特
徴
や
生
態
」と
い
う

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
然
で
す
け
れ

ど
も
。「
食
の
情
報
が
欲
し
い
」と
い
う
回
答
が

23
％
も
あ
り
、水
族
館
が
魚
食
の
発
信
基
地
と

な
り
得
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、魚
を
見
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
質
問

に
対
し
て「
お
い
し
そ
う
」と
い
う
回
答
が
思
い

の
ほ
か
多
い
こ
と
も
分
か
り
、こ
の
結
果
を
海

響
館
の
職
員
に
話
し
ま
し
た
。

す
で
に
海
響
館
で
も
魚
食
に
関
す
る
特
設
展

示
の
企
画
を
し
て
い
て
、職
員
の
方
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、特
別
企
画
展

「
美
味
s
e
a
水
族
館
」を
本
格
的
に
や
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
は「
映
え
レ
シ
ピ
」を
提
供

し
、海
響
館
の
ス
タ
ッ
フ
は
展
示
に
使
っ
た
私

の
似
顔
絵
や
漫
画
を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
企
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、シ
タ
ビ
ラ
メ
、ブ
リ
、

マ
イ
ワ
シ
、ス
ズ
キ
、イ
サ
キ
な
ど
の
水
槽
に
、

二
次
元
コ
ー
ド
を
の
せ
た
パ
ネ
ル
を
貼
っ
て
、

そ
の
魚
の
料
理
と
レ
シ
ピ
を
読
み
取
れ
る
よ
う

に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
で
ス
マ
ホ
に
レ
シ

ピ
が
残
り
、ス
マ
ホ
片
手
に
料
理
が
で
き
ま
す
。

こ
の
展
示
は
み
な
と
新
聞
に
も
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
料
理
を
通
じ
て
魚
食
を
広
げ
る
活

動
は
趣
味
で
も
あ
り
、ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
も
あ

り
ま
す
。
い
ま
は
仕
事
の
場
で
も
非
常
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

— 

海
響
館
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

「
日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て
知
ろ
う 

～
出だ
汁し
編
～
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
が
や
っ
た
の
は
、日
本
の
食
文
化
を
知
ろ

う
と
い
う
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
す
。
例
え
ば
、鰹

節
削
り
器
で
鰹
節
を
削
っ
た
り
、お
ぼ
ろ
昆
布

を
映
像
で
見
せ
た
り
し
て
、食
文
化
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
ま
す
。

— 

こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

本
物
を
伝
え
る
こ
と
。
例
え
ば
削
り
た
て
の

鰹
節
。
本
節
、枯
れ
節
と
荒
節
と
あ
り
ま
す
が
、

味
や
風
味
が
全
然
違
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
が

そ
れ
を
、「
こ
っ
ち
の
方
が
う
ま
い
！
」と
言
っ

て
食
べ
比
べ
る
わ
け
で
す
。
バ
ク
バ
ク
食
べ
る

か
ら
、「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
」と
私
が
と
め
る

く
ら
い
。
市
販
の
鰹
節
も
食
べ
比
べ
て
み
る
け
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ど
、や
っ
ぱ
り
削
り
た
て
が「
う
ま
い
！
」と
言

い
、粉
ま
で
食
べ
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
香
り
も
違

う
本
節
の
削
り
た
て
を
出
し
て
あ
げ
れ
ば
こ
ど

も
た
ち
が
一
番
反
応
し
て
く
れ
る
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、面
白
い
な

と
思
い
ま
す
ね
。

— 

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
が
？

「
ど
ん
ど
ん
食
え
、味
わ
え
！ 

五
感
を
フ
ル

活
用
し
て
、お
い
し
い
も
の
を
覚
え
ろ
！
」と

い
う
こ
と
で
す
。

実
際
食
べ
る
と
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
薄
く

削
ら
れ
た
お
ぼ
ろ
昆
布
は
、と
ろ
ろ
昆
布
と
は

全
然
ち
が
う
食
感
で
す
。
と
け
る
み
た
い
に
う

ま
味
が
ふ
わ
っ
と
広
が
り
ま
す
。
日
本
の
食
文

化
を
支
え
て
い
る「
匠
の
技
」み
た
い
な
こ
と
も

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

今
度
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
テ
ー
マ
は「
い
り

こ
」で
、香
川
県
に
あ
る
伊
吹
島
に
取
材（
関
連

記
事
を
P
３
〜
５
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）に
行

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
出
漁
か
ら
、加
工
し

て
、い
り
こ
の
製
品
に
な
る
と
こ
ろ
ま
で
を
撮

影
し
、画
像
や
動
画
の
ほ
か
に
も
現
物
や
ポ
ス

タ
ー
を
使
っ
て
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
す
る
予
定
で

す
。
い
り
こ
出
汁
を
こ
ど
も
た
ち
に
も
味
わ
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、「
う
ど
ん
」と
か「
そ
ば
」

を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
が
あ
れ
ば
面
白
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

—	

今
後
の
活
動
の
展
望
は
?

居
酒
屋
山
ち
ゃ
ん
開
業
か
な
！ 

そ
れ
は
冗

談
で
す
け
ど
。
わ
れ
わ
れ
組
織
と
し
て
も
、魚

食
と
い
う
部
分
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
い
く
ら

研
究
し
て
も
、魚
を
食
べ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
魚
が
お
い
し
い
と
い
う

こ
と
を
ど
ん
ど
ん
前
面
に
出
し
て
い
っ
て
、研

究
に
つ
な
げ
て
、い
い
成
果
を
出
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

一
般
の
人
た
ち
が
わ
か
り
や
す
い
の
は「
食

べ
る
」と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
農
林

水
産
省
に
は
食
堂
が
あ
る
の
で
、「
水
産
機
構
」

と
い
う
食
堂
を
つ
く
っ
て
水
産
研
究・
教
育
機

構
の
レ
シ
ピ
を
出
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、水
族
館
か
ら
魚
食
情
報
を
発
信
し
た

海
響
館
で
の
取
り
組
み
を
、葛
西
臨
海
水
族
園

（
東
京
都
江
戸
川
区
）で
も
異
な
る
形
で
展
開
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、山
形

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
葛
西

臨
海
水
族
園
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
や
ろ
う（
2
0
2
2

年
10
月
30
日
に
開
催
）と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

水
族
園
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
相
当
数
い
ま
す
か
ら
、

そ
こ
に
情
報
発
信
し
な
が
ら
、何
人
か
が
現
地

に
体
験
に
行
け
る
ツ
ア
ー
も
企
画
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

— 

Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
読
者
に

伝
え
た
い
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
産
大
学
校
は
お
い
し
い
魚
を
ど
ん
ど
ん
増

や
し
、養
殖
に
つ
い
て
も
一
生
懸
命
研
究
し
て

い
ま
す
。
お
い
し
い
魚
、ス
ペ
シ
ャ
ル
な
魚
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、た
く
さ
ん
お
い
し
い
魚
を
食
べ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。
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胴長40センチ以上のムラサキイカ（アカイカ）

胴 長胴 長

いかそうめん	（画像提供	共和水産株式会社）

刺し身	 （画像提供	株式会社カネサン佐藤水産）

ム
ラ
サ
キ
イ
カ（
ア
カ
イ
カ
）っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

イ
カ
の
新
星 

ム
ラ
サ
キ
イ
カ

各
地
で「
ア
カ
イ
カ
」と
呼
ば
れ
る
イ
カ
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、図
鑑
に
載
る
際
に
用

い
ら
れ
る
標
準
和
名
の
ア
カ
イ
カ
は
、近
年
で

は
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
と
し
て
流
通
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
ア
カ
イ
カ（
以
下
、ム
ラ
サ
キ
イ
カ
）

は
ス
ル
メ
イ
カ
の
仲
間
で
す
が
、ス
ル
メ
イ
カ

よ
り
大
き
く
、胴
体
の
長
さ
が
40
セ
ン
チ
程
度

ま
で
成
長
し
ま
す
。
近
年
、ス
ル
メ
イ
カ
の
漁

獲
量
は
低
迷
し
て
お
り
、そ
れ
に
代
わ
る
新
た

な
イ
カ
原
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
発
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
の

漁
獲
量
を
増
や
す
た
め
、今
ま
で
あ
ま
り
利
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
海
域
や
時
期
に
お
い
て
、

ム
ラ
サ
キ
イ
カ
が
釣
れ
る
か
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、こ
れ
ま
で
の
い
か
釣
り

漁
業
で
は
、漁
場
と
し
て
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
日
付
変
更
線
の
先
の
西
経
域
に
、

比
較
的
大
き
な
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
の
漁
場
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、多
く
の

船
が
8
月
末
ま
で
航
海
を
行
い
、多
く
の
ム
ラ

サ
キ
イ
カ
が
青
森
県
八
戸
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
た
く
さ
ん
獲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ム
ラ
サ
キ
イ
カ
を
も
っ
と
多
く
の
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
に
努
め
て
い
ま
す
。

従
来
、こ
の
ム
ラ
サ
キ
イ
カ
は
天
ぷ
ら
な
ど
加

工
利
用
の
用
途
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、そ
の

や
わ
ら
か
く
と
て
も
お
い
し
い
身
の
特
性
を
生

か
し
て
刺
し
身
や
す
し
ネ
タ
と
し
て
の
利
用
が

増
え
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
利
用
の
拡

大
に
向
け
て
、鮮
度
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の

船
上
処
理
技
術
の
研
究
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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写真　梱包した活トヤマエビ

ウロコメガレイの煮付け

ウロコメガレイ

秋
田
県
の
底
び
き
網
漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上

経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

秋
田
県
北
部
地
区
の
底
び
き
網
漁
業
を
対
象

に
、漁
具
改
良
と
販
売
収
入
の
向
上
を
通
じ
た

経
営
改
善
を
め
ざ
す
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
漁

具
改
良
試
験
で
は
泥
や
ヒ
ト
デ
類
の
入
網
を
大

幅
に
減
少
さ
せ
つ
つ
、エ
ビ
類
な
ど
の
漁
獲
物

を
漁
具
改
良
前
と
同
程
度
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
稿
で
は
、販
売
収
入
の
向
上
に
繋
が

る
2
つ
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

未
利
用
魚
・
ウ
ロ
コ
メ
ガ
レ
イ
の
販
売

底
び
き
網
漁
業
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
魚
が
獲
れ

ま
す
が
、地
域
ご
と
の
食
文
化
の
違
い
や
認
知

度
の
低
さ
に
よ
り
商
品
価
値
の
な
い
魚
は
水
揚

げ
さ
れ
ま
せ
ん
。
秋
田
県
北
部
地
区
の
未
利
用

魚
の
中
に
、比
較
的
多
く
獲
れ
る
ウ
ロ
コ
メ
ガ

レ
イ
と
い
う
魚
が
い
ま
す
。
本
種
は
日
本
海
や

北
海
道
周
辺
海
域
に
分
布
す
る
深
海
性
の
カ
レ

イ
類
で
、脂
肪
分
が
多
い
た
め「
ア
ブ
ラ
ガ
レ
イ
」

と
呼
ぶ
地
域
も
あ
り
ま
す
。食
べ
方
と
し
て
は
、

や
わ
ら
か
い
食
感
の
食
べ
や
す
い
煮
つ
け
や
、

鮮
度
の
よ
い
も
の
は
刺
し
身
に
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
そ
こ
で
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、現

地
漁
協
と
連
携
し
て
鱗う

ろ
こ

や
内
臓
を
取
り
除
く
一

次
加
工
に
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
、飲
食
店
を

中
心
に
販
路
を
展
開
す
る
新
た
な
ル
ー
ト
を
開

拓
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
少
し
ず
つ
利
用
が
広

が
り
、協
力
企
業
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ヤ
マ
エ
ビ
の
活
出
荷
販
売

ト
ヤ
マ
エ
ビ
は「
ぼ
た
ん
え
び
」と
も
呼
ば
れ
、

高
級
す
し
の
食
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
ま
す
。

活
輸
送
が
可

能
と
な
る
こ
と

で
、
高
鮮
度
の

ト
ヤ
マ
エ
ビ
を

よ
り
広
い
期
間

と
範
囲
で
提
供

が
可
能
と
な
り

ま
す
。

秋
田
県
北
部
地
区
で
も
単
価
の
高
い
重
要
な

漁
獲
対
象
種
で
す
。
漁
具
改
良
に
よ
り
生
き
た

状
態
で
港
ま
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
付
加
価
値
を
高
め
る
活か

つ

出し
ゅ
っ

荷か

手
法
を
構
築
し
ま
し
た
。
漁
獲
直
後
、船
上

で
生
き
が
よ
い
個
体
を
選
別
し
て
冷
海
水
タ
ン

ク
で
保
管
し
、陸
上
で
短
期
間
蓄
養
す
る
こ
と

で
、品
質
の
安
定
化
と
出
荷
調
整
を
可
能
と
し

ま
し
た
。
出
荷
時
は
、酸
素
封
入
パ
ッ
ク
に
梱こ

ん

包ぽ
う

し
て
下
氷
と
と
も
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
に

収
め
る
の
で
、取
り
扱
い
易
い
荷
姿（
写
真
）で

活か
つ

状じ
ょ
う

態た
い

の
ト
ヤ
マ
エ
ビ
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
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写真　スジアラ

現在、養殖スジアラを食べられるお店は「シンガポール・シー
フード・リパブリック銀座」です。

（画像提供	株式会社M・R・S）

沖
縄
三
大
高
級
魚「
ス
ジ
ア
ラ
」の
養
殖
実
証
試
験
と
試
験
販
売

ス
ジ
ア
ラ
と
は

ス
ジ
ア
ラ
は
、熱

帯・
亜
熱
帯
海
域
に

生
息
す
る
ハ
タ
科
の

魚
で
す（
写
真
）。
日

本
で
は
沖
縄
県
、鹿

児
島
県
、長
崎
県
な

ど
南
日
本
の
海
域
に

生
息
し
、と
く
に
沖

縄
で
は
ハ
マ
ダ
イ
、シ
ロ
ク
ラ
ベ
ラ
と
並
ぶ
三

大
高
級
魚
の
一
つ
で
す
。
沖
縄
地
方
で
は「
ア

カ
ジ
ン
」と
呼
ば
れ
、「
ジ
ン
」は
沖
縄
の
方
言
で

お
金
を
意
味
す
る
た
め
、「
赤
い
お
金
に
な
る
魚
」

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
沖
縄
県
の
市

場
の
水
揚
げ
単
価
で
は
、魚
類
の
中
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。

ス
ジ
ア
ラ
養
殖
業
の
創
出
へ

水
産
研
究・
教
育
機
構
は
、平
成
21
年
に
ス

ジ
ア
ラ
の
種
苗
量
産
技
術
を
開
発
し
、平
成
28

年
に
は
完
全
養
殖
に
も
成
功
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、平
成
28
年
に「
石
垣
市
ス
ジ
ア
ラ
養
殖
産

業
振
興
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
、国
産
の
人
工

種
苗
を
使
っ
た
ス
ジ
ア
ラ
養
殖
業
の
創
出
に
向

け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

当
機
構
は
商
業
規
模
で
の
養
殖
実
証
試
験
や
安

定
し
た
販
路
確
保
の
た
め
の
販
売
試
験
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

養
殖
し
た
ス
ジ
ア
ラ
の
味

令
和
元
年
か
ら
養
殖
ス
ジ
ア
ラ
の
試
験
販
売

に
着
手
し
、商
談
先
に
サ
ン
プ
ル
提
供
し
て
品

質
評
価
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
天
然
物
よ
り
身
が
や
わ
ら
か
い
が
味
は
よ
い
」、

「
皮
の
下
の
ゼ
ラ
チ
ン
質
が
お
い
し
い
」な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
す
し
ネ
タ
、

高
級
中
華
や
和
食
な
ど
の
食
材
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、味
覚
に
影
響
す
る
遊
離
ア

ミ
ノ
酸
量
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、「
う
ま
味
」で

あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
、「
甘

味
」で
あ
る
グ
リ
シ
ン
、ア
ラ
ニ
ン
お
よ
び
セ

リ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

と
く
に
グ
リ
シ
ン
は
マ
ダ
イ
な
ど
他
の
養
殖
魚

と
比
べ
て
も
非
常
に
高
い
値
で
し
た
。

ス
ジ
ア
ラ
は
全
国
的
な
知
名
度
は
低
い
で
す

が
、知
る
人
ぞ
知
る
お
い
し
い
魚
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
販

路
を
開
拓
し
、多
く
の
人
た
ち
に
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
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ピックアップ・プレスリリース

FRA-ROMS Ⅱは、 
以下のURLからご覧になれます。

※	なお、FRA-ROMS	Ⅱは水産庁	「水産資源調査・	
評価推進委託事業」により運用を行っています。

https://fra-roms.fra.
go.jp/fra-roms/

URL

水
産
研
究・
教
育
機
構
は
、
海
水
温
や

海
流
の
向
き
、速
さ
な
ど
の
現
況
把
握
と

2
か
月
程
度
の
予
測
を
行
い
、重
要
水
産

資
源
の
変
動
要
因
の
解
明
な
ど
に
活
用
す

る
た
め
の
日
本
周
辺
海
域
の
海
況
予
測
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、北
太
平
洋
域
を
主
対
象

と
し
たF ※

１RA
-RO

M
S

と
日
本
海
と
東
シ

ナ
海
を
主
対
象
と
し
たJ ※

２A
D

E2

を
開
発

し
運
用
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、東
シ
ナ
海
を
産
卵
場
と
し
て

日
本
海
や
北
西
太
平
洋
を
回
遊
す
る
ス
ル

メ
イ
カ
や
マ
ア
ジ
な
ど
の
水
産
資
源
研
究

を
進
め
る
に
あ
た
り
、FRA

-RO
M

S

で

は
日
本
海
の
海
況
の
再
現
精
度
が
低
い
こ

と
、JA

D
E2

で
は
黒
潮
続
流
域（
黒
潮
が

関
東
東
岸
か
ら
沿
岸
を
離
れ
て
沖
合
を
東

進
す
る
海
域
）が
計
算
領
域
に
含
ま
れ
な

い
こ
と
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
が

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、日
本
海
の
計
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
改
良
す
る
こ
と
でFRA

-RO
M

S

の

日
本
海
に
お
け
る
再
現
性
向
上
を
図
り
、

高
い
精
度
で
太
平
洋
、日
本
海
お
よ
び
東

シ
ナ
海
を
一
体
的
に
扱
え
る
海
況
予
測
シ

ス
テ
ム
で
あ
るF ※

３RA
-RO

M
S II

を
構
築

し
、運
用
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、日
本
周
辺
海
域
を
広
域

に
回
遊
す
る
重
要
水
産
資
源
に
関
す
る
研

究
、お
よ
び
そ
れ
ら
の
資
源
変
動
要
因
解

析
の
高
度
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
周
辺
の
海
況
を
一
体
的
に
予
測
す
る 

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

水
産
資
源
の
変
動
要
因
な
ど
の
研
究
に
活
用
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※1	 FRA-ROMS：Fisheries	Research	Agency	-	Regional	Ocean	Modeling	Systemの略
※2	 JADE2：Japan	sea	Data	Assimilation	Experiment	2の略
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イベント情報

中山理事長

展示ブース

立派なスジアラ

125周年記念講演会

開発調査センターセミナー

東
京
都
江
東
区
に
あ
る
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
、8
月
24
日
〜
26
日
の
3
日
間
に

開
催
さ
れ
た「
第
24
回
ジ
ャ
パ
ン・イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル・
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
」に

出
展
し
ま
し
た
。

24
日
の
水
産
研
究
1
2
5
周
年
記
念
講

演
会
で
は
、「
水
産
研
究
1
2
5
年
の
あ

ゆ
み
」、「
水
産
資
源
研
究
の
1
2
5
年
」、

「
水
産
物
の
安
全・安
心
の
た
め
の
取
組
に

つ
い
て
」、「
水
産
大
学
校
の
沿
革
と
人
材

育
成
の
推
進
」に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

開
発
調
査
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

も
実
施
し
、●
新
た
な
漁
業
生
産
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
す
開
発
調
査
の
概
要 

●

底

び
き
網
漁
業
の
漁
獲
物
の
付
加
価
値
向
上

と
未
利
用
低
利
用
魚
の
活
用
︱
秋
田
県
で

の
調
査
事
例 

●

ム
ラ
サ
キ
イ
カ（
ア
カ
イ

カ
）っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？ 

に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。多
く
の
参
加
が
あ
り
、当
機

構
の
取
り
組
み
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、●
ヒ
ス
タ
ミ
ン
濃

度
測
定
装
置 

●

伝
統
食
品
加
工
技
術
の
応

用
と
高
度
化 

●

底
び
き
網
漁
業
の
漁
獲
物

の
付
加
価
値
向
上
と
未
利
用
低
利
用
魚
の

活
用 

●

養
殖
ス
ジ
ア
ラ
の
試
験
販
売 

●

ム

ラ
サ
キ
イ
カ（
ア
カ
イ
カ
） 

●

緑
色
L

 
E
 D 

光
を
利
用
し
た
ホ
シ
ガ
レ
イ
の
促
成
養
殖 

●

昆
虫
タ
ン
パ
ク
質
と
微
細
藻
類
D
H
A

を
原
材
料
と
し
た
海
産
魚
養
殖
飼
料
の
研

究
開
発
を
出
展
し
ま
し
た
。
大
変
多
く
の

質
問
が
あ
り
担
当
者
の
対
応
が
追
い
付
か

な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、開
発
調

査
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
た
ア
カ
イ
カ（
ム
ラ

サ
キ
イ
カ
）の
食
品
サ
ン
プ
ル
の
配
布
で
は
、

「
お
い
し
か
っ
た
」と
の
感
想
も
あ
り
好
評

で
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
出
展

想
像
を
超
え
る
関
心
が
集
ま
る
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講演の要旨や映像は下記URLからご覧いただけます。
https://www.fra.affrc.go.jp/event/20220722/
archive.html

URL

動画「さかなのほね」は下記URLから視聴できます。
https://www.fra.affrc.go.jp/forkids/umihaku2022/
sakananohone.html

URL

※

横
浜
市
役
所
で
8
月
6
、7
日
に
開
催
さ

れ
た「
海
洋
都
市
横
浜 

う
み
博
2
0
2
2
」

に
出
展
し
ま
し
た
。
当
機
構
ブ
ー
ス
の
、

お
み
く
じ
が
つ
い
た
缶
バ
ッ
ジ
を
釣
り
上

げ
る「
つ
り
み
く
じ
」は
、2
日
間
で
の
べ

1
5
0
0
人
を
超
え
る
方
々
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
缶
バ
ッ
ジ
の「
水
産

物
」は
60
種
あ
り
、参
加
者
は
狙
い
の「
水

産
物
」め
が
け
、真
剣
に
釣
り
を
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、魚
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
用
い
た
動
画「
さ
か
な

の
ほ
ね
」が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
動
画
の

編
集
、ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、す
べ
て
機
構

職
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
当
機

構
ウ※

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。

全
国
の
イ
ベ
ン
ト
出
展
情
報
に
つ
い
て

は
、Tw

itter

やFacebook

で
告
知
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

横
浜
庁
舎
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で「
ど
こ
ま
で
す
す
ん
だ
？ 

ウ
ナ
ギ
研
究
」を
テ
ー
マ
に

第
19
回
成
果
発
表
会
を
7
月
22
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
約
4
2
0
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
大
回
遊
の
謎
」、

「
ウ
ナ
ギ
成
熟
誘
導
ホ
ル
モ
ン
等
を

利
用
し
た
人
為
催
熟・
採
卵
技
術
の

開
発
」、「
ウ
ナ
ギ
仔
魚
用
飼
料
の
開

発
」、「
ウ
ナ
ギ
の
品
種
改
良
に
む
け

て 

│
レ
プ
ト
セ
フ
ァ
ル
ス
期
間
の

長
さ
は
遺
伝
す
る
│
」、「
2
0
5
0

年
に
完
全
養
殖
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
ら

れ
る
の
か
」の
5
題
に
つ
い
て
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
ま
し
た
。

「
つ
り
み
く
じ
」
大
盛
況
御
礼
！

ウ
ナ
ギ
研
究
の 

成
果
を
発
表
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1945年（昭和20年）
8月15日
第二次世界大戦の
終戦

釜山水産専門学校
解散

1947年（昭和22年）
蒼鷹丸による
産卵調査を開始

1966年（昭和41年）
南茅部町（現函館市）で、
1年ものの
促成コンブ養殖に成功

1954年（昭和29年）
ビキニ環礁の水爆実験で
まぐろ漁船の第五福竜丸が被爆し、
海洋放射能調査を開始

1963年（昭和38年）
3月
蒼鷹丸が異常冷水現象を
とらえる

1965年（昭和40年）
漁海況予報事業
開始

1977年（昭和52年）
7月1日から
日本は200カイリの
漁業専管水域を実施

1971年（昭和46年）
7月1日
認可法人海洋水産資源
開発センターが設立

1967年（昭和42年）
南海区水研などの
統廃合で
遠洋水産研究所を設置

1963年（昭和38年）
水産講習所は
農林省水産大学校に名称変更
社団法人瀬戸内海栽培漁業協会が設立

1952年（昭和27年）
第二水産講習所は
農林省水産講習所に
名称変更
同年４月
北海道さけ・ます
ふ化場を設置

1950年（昭和25年）
北海道区
水産研究所を設置

1949年（昭和24年）
「いわし類資源共同調査」
などの全国調査を開始

1949年（昭和24年）
漁業法制定
農林省水産試験場は
7つの水産庁水産
研究所に組織改編

1946年（昭和21年）
農林省水産講習所
下関分所を開所

1947年（昭和22年）
水産講習所
下関分所を廃止
農林省第二水産
講習所を設置

太平洋戦争

1952年
GHQによる
統治が終わる

1977年3月1日から
アメリカ・ソ連が
200カイリの
漁業専管水域を実施

1963年
世界初の電気式
蚊取り発売

1964年
10月1日
新幹線開業

1969年7月20日
アポロ11号で
人類が初めて月に着陸

1945年
8月15日

1965年
朝永振一郎はくりこみ理論により
米国のファインマン、シュウィンガーとともに
ノーベル物理学賞を受賞

1952年
シュヴァイツァーは
献身的な医療奉仕活動により
ノーベル平和賞を受賞

1949年
湯川秀樹は中間子の
存在の予想を理論的に予言し
ノーベル物理学賞を受賞

第2次世界大戦

　
第
二
次
世
界
大
戦
後（
1
9
4
5
年・昭
和
20
年
）か
ら
、1
9
5
2
年（
昭
和
27
年
）4
月
28
日
に
発
行
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
に
よ
る
主
権
回
復
ま
で
、日
本
は
G
H
Q（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）の
占
領
統
治
の
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
漁
業
に
対
す
る
政
策
は
、食
糧
の
確
保
と
漁
業
再
建
、漁
業
の
民
主
化
に
あ
り
ま
し
た
。1
9
4
6
年（
昭
和
21
年
）に
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
漁
業
生
産
力
の
把
握
の
た
め
の
水
産
統
計
の
確
立
が
求
め
ら
れ
、
漁
獲
量
増
大
の
た
め
の
水
産
海
洋
研
究
か
ら
、

資
源
管
理
型
の
調
査
研
究
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

〈世界の動き〉

〈水産を取り巻く動き〉

〈水産研究の動き〉 水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
研
究 

〈
戦
後
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200
カ
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リ
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代
直
前
ま
で
）〉
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糧
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護
〜
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初代蒼鷹丸（1911～1955年）

蒼鷹丸の名前が付いた貝

水産講習所海洋調査部の初代調査船
として竣工。202トン、ディーゼル
330馬力の鋼船。

初
代
蒼
鷹
丸
は「
日
本
近
海
に
お
け
る
大
陸
棚
調

査
」を
開
始
し
、採
集
さ
れ
た
貝
類
の
学
名
、和
名

に
蒼
鷹
丸
の
名
を
数
多
く
残
し
ま
し
た
。

蒼
鷹
丸
Ⅱ
世（
1
9
5
5
〜
1
9
7
0
年
）は
竣

工
直
後
の
試
験
航
海
で
、20
世
紀
の
大
発
見
と
言
わ

れ
る
深
海
の
化
学
合
成
生
態
系
で
有
名
な
シ
ロ
ウ
リ

ガ
イ（C

alyptogena soyoae O
KU
TA
N
I

）を

採
集
し
ま
し
た
。こ
れ
も
新
種
と
し
て
、奥
谷
喬
司

に
よ
り
蒼
鷹
丸
に
献
名
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
採
集
さ
れ
た
貝
類
は
、奥
谷
に
よ
り
数

多
く
報
告
さ
れ
、日
本
に
お
け
る
深
海
ベ
ン
ト
ス

（
底
生
生
物
）研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
促
成
コ
ン
ブ
の
生
み
の
親
」と
呼
ば
れ
る
の
が

元
水
産
庁
北
海
道
区
水
産
研
究
所
長
の
長
谷
川
由
雄

で
す
。北
海
道
水
産
研
究
所
で
海
藻
研
究
に
取
り
組

み
、世
界
で
初
め
て
、水
槽
内
の
コ
ン
ブ
種
苗
の
大

量
生
産
技
術
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

1
9
6
6
年
に
北
海
道
開
発
局
の
委
託
で
コ
ン
ブ

養
殖
産
業
化
の
試
験
事
業
に
取
り
組
み
、南
茅
部
を

促
成
コ
ン
ブ
の
一
大
産
地
へ
と
導
き
ま
し
た
。

1
9
6
3
年
の
蒼
鷹
丸
の
調
査
は
、沿
岸

重
要
資
源
調
査
で
も
あ
り
、放
射
能
調
査
と

し
て
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

蒼
鷹
丸
は
、表
中
層
の
資
源
調
査
と
中
深

層
の
海
洋
生
物
の
採
集
機
能
を
か
ね
備
え
た

数
少
な
い
調
査
船
の
一
つ
だ
っ
た
た
め
、こ
の

よ
う
な
抱
き
合
わ
せ
の
調
査
が
で
き
ま
し
た
。

多
額
の
予
算
が
必
要
な
海
洋
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
自
体
の
予
算
は
縮
小
傾
向
で
し
た

が
、放
射
能
な
ど
新
た
な
調
査
対
象
を
あ
わ

せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
資
源
な
ど
の
調
査
は

継
続
的
に
行
え
ま
し
た
。

春
先
に
数
年
間
隔
で
東
北
近
海
の
水
温
が

例
年
に
比
べ
て
大
き
く
低
下
す
る
異
常
冷
水

現
象
は
、こ
の
年
の
冬
季
の
日
本
海
沿
岸
の

豪
雪
と
と
も
に
異
常
気
象
の
典
型
と
し
て
報

道
機
関
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ

れ
が
漁
海
況
予
報
事
業
の
き
っ
か
け
と
な

り
、各
都
道
府
県
の
沿
岸
定
線
観
測
、沖
合

定
線
観
測
が
拡
充・整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、年
間
観
測
点
数
は
異
常

冷
水
発
生
前
の
5
千
点
前
後
か
ら
2
万
点
以

上
に
増
大
し
、異
常
な
海
況・漁
況
が
発
生

し
た
と
き
に
、い
ち
早
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

き
る
体
制
が
整
い
、海
況
予
測
、漁
況
予
測

の
手
法
も
開
発
さ
れ
、水
産
海
洋
学
的
研
究

の
進
展
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

コンブ干しのようす

※促成コンブ：室内で育てたコンブの
種苗を10か月程度海水中で育てて
収穫したもの

次号では独立行政法人設立までのトピックスをご紹介します

200
カ
イ
リ
時
代
の
は
じ
ま
り

（
い
ず
れ
も「
写
真
で
見
る
中
央
水
産
研
究
所
60
年
の
あ
ゆ
み
」よ
り
転
載
）

お
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し

が
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せ
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べ

か
や

み
な
み

ま
る

よ
う

そ
う

せ
い

そ
く

※
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ふ化場を設置
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北海道区
水産研究所を設置

1949年（昭和24年）
「いわし類資源共同調査」
などの全国調査を開始

1949年（昭和24年）
漁業法制定
農林省水産試験場は
7つの水産庁水産
研究所に組織改編

1946年（昭和21年）
農林省水産講習所
下関分所を開所

1947年（昭和22年）
水産講習所
下関分所を廃止
農林省第二水産
講習所を設置

太平洋戦争

1952年
GHQによる
統治が終わる

1977年3月1日から
アメリカ・ソ連が
200カイリの
漁業専管水域を実施
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世界初の電気式
蚊取り発売
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10月1日
新幹線開業
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アポロ11号で
人類が初めて月に着陸
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8月15日

1965年
朝永振一郎はくりこみ理論により
米国のファインマン、シュウィンガーとともに
ノーベル物理学賞を受賞
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シュヴァイツァーは
献身的な医療奉仕活動により
ノーベル平和賞を受賞
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湯川秀樹は中間子の
存在の予想を理論的に予言し
ノーベル物理学賞を受賞
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1
9
4
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和
20
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、1
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和
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28
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に
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し
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官
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）の
占
領
統
治
の
下
に
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漁
業
に
対
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る
政
策
は
、食
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の
確
保
と
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業
再
建
、漁
業
の
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に
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ま
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漁
業
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力
の
把
握
の
た
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の
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の
確
立
が
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蒼鷹丸の名前が付いた貝

水産講習所海洋調査部の初代調査船
として竣工。202トン、ディーゼル
330馬力の鋼船。

初
代
蒼
鷹
丸
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日
本
近
海
に
お
け
る
大
陸
棚
調

査
」を
開
始
し
、採
集
さ
れ
た
貝
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の
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、和
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に
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の
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を
数
多
く
残
し
ま
し
た
。

蒼
鷹
丸
Ⅱ
世（
1
9
5
5
〜
1
9
7
0
年
）は
竣

工
直
後
の
試
験
航
海
で
、20
世
紀
の
大
発
見
と
言
わ

れ
る
深
海
の
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で
有
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採
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し
ま
し
た
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れ
も
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と
し
て
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谷
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に
よ
り
蒼
鷹
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に
献
名
さ
れ
ま
し
た
。
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後
も
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集
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た
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に
よ
り
数

多
く
報
告
さ
れ
、日
本
に
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底
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を
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け
た
と
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の
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の
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る
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長
の
長
谷
川
由
雄

で
す
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海
道
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研
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で
海
藻
研
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に
取
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組

み
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で
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て
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内
の
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の
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技
術
の
開
発
に
成
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し
ま
し
た
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に
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開
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の
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で
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業
化
の
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事
業
に
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部
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成
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ブ
の
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地
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と
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き
ま
し
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。
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6
3
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の
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の
調
査
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岸
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要
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調
査
で
も
あ
り
、放
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能
調
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と
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て
も
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。

蒼
鷹
丸
は
、表
中
層
の
資
源
調
査
と
中
深

層
の
海
洋
生
物
の
採
集
機
能
を
か
ね
備
え
た

数
少
な
い
調
査
船
の
一
つ
だ
っ
た
た
め
、こ
の

よ
う
な
抱
き
合
わ
せ
の
調
査
が
で
き
ま
し
た
。

多
額
の
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の
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算
は
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向
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た

が
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な
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調
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象
を
あ
わ

せ
て
実
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る
こ
と
で
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ど
の
調
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は

継
続
的
に
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え
ま
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た
。
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先
に
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近
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の
水
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が

例
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に
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て
大
き
く
低
下
す
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は
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の
冬
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の
日
本
海
沿
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の
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と
と
も
に
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気
象
の
典
型
と
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道
機
関
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ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ

れ
が
漁
海
況
予
報
事
業
の
き
っ
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け
と
な

り
、各
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府
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の
沿
岸
定
線
観
測
、沖
合

定
線
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が
拡
充・整
備
さ
れ
ま
し
た
。
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れ
ら
に
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り
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間
観
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点
数
は
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発
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前
の
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前
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以
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と
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で
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る
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制
が
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の
手
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も
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マイワシのシラスが混ざっていることがあります。
市販のしらす干しは大部分がカタクチイワシのシラスですが、
春のごく短い期間に獲れるマイワシのシラスをマシラスと呼んで
区別することもあります。
カタクチイワシは下あごが短く、肛門が前の方にあります。一方、
マイワシは下あごが前に出ていて、肛門は後ろの方にあります。
よく見ると見分けられますよ。
FRA NEWS vol.51ではマイワシやカタクチイワシなどのイワシを
特集しています。
下記のURLからお読みいただけます。

なぜか無性に食べたくなる料理、私はラーメン
です。ラーメンは、出汁を使った究極の料理だそ
うで、豚骨、しょうゆ、味噌、塩などいろいろな種
類があり、汁そば、汁なし、つけ麺など食べ方も

バラエティーに富んでいます。中でも、最近、はまったのが貝だ
しラーメンと煮干しラーメンです。貝のうま味を使った塩ラーメ
ンのスープを飲み干したくなるうまさや、煮干しラーメンの強い
うま味には驚かされました。
今回の特集は煮干しの材料となるカタクチイワシです。カタク

チイワシは、成魚は煮干しや丸干し、刺し身などで、仔魚のシラ

スは生しらすや釜揚げしらすなどで、私たちの食卓になじみの深
い食材です。シラスがカタクチイワシのこどもであることはあま
り知られていないようで、カタクチイワシは知らず知らずのうちに
食べている魚の代表かもしれません。
カタクチイワシをはじめ、カツオやマグロ、アジやサバ、スルメ
イカやズワイガニなど192種について、水産研究・教育機構は昨
年度、資源の量が多い状態にあるのかそうではないのか、その状
態を見極めるための調査研究を行い情報発信しています。豊か
な海の恵みをいつまでも大切に利用していきたいものです。
 （角埜 彰）

編集
後記

執筆者一覧

特集 カタクチイワシ
しらすと煮干し・伊吹いりことは････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････水産研究・教育機構　広報課
カタクチイワシが「いりこ」になるまで ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 同機構 経営企画部 研究調整課　石原 実咲
カタクチイワシの資源評価･････････････････････････････同機構 水産資源研究所 水産資源研究センター 浮魚資源部 浮魚第2グループ 主幹研究員　河野 悌昌
カタクチイワシの養殖と飼育実験 ･･･････同機構 水産技術研究所 養殖部門 生産技術部 技術開発第1グループ 主任研究員　米田 道夫／研究員　中村 政裕
海響館が農水省消費・安全局長賞を受賞 記念インタビュー その2 ･･････････････････････････････････ 同機構 経営企画部 研究調整課　石原 実咲
研究成果
ムラサキイカ（アカイカ）って知っていますか？･･･････････････････････････････････････同機構 開発調査センター 漁業第一グループ 主任研究員　加藤 慶樹
秋田県の底びき網漁獲物の付加価値向上･･････････････････････････････････････････････････････････同センター 漁業第二グループ 研究員　下光 利明
沖縄三大高級魚「スジアラ」の養殖実証試験と試験販売･･････････････････････････････････････････････････ 同センター 開発調査専門役　小林 真人
プレスリリース
FRA-ROMSⅡ  日本周辺の海況を一体的に予測する新たなシステムの運用を開始
･････････････････････････････････ 同機構 水産資源研究所 水産資源研究センター 海洋環境部 暖流第3グループ 主任研究員　阿部 祥子／主任研究員　永井 　平
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おさかなのマメ知識

しらす（干し）はカタクチイワシのシラスだけ?

ウェブサイト https://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/news/
fnews51.pdf

小学生などを対象に年６回発行する
さかなに関する広報誌です。
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